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特　集

「アクションプラン」の積極的、効果的な推進
〜「元気で頼りになる中央会」を目指して〜
� 中央会第63回通常総会を開催

　６月11日、山口市湯田温泉「ホテルかめ福」において、中央会第63回通常総会を開催し、当日は、会
員304名（委任状を含む）をはじめ、来賓として村岡山口県知事（代理：弘中副知事）、柳居山口県議会
議長（代理：守田副議長）ほか12名をお招きしました。平成29年度決算関係書類の承認や平成30年度事
業計画・収支予算案の決定など６議案を上程し、いずれも原案どおり承認されました。

  開会にあたり、和田会長
より、「本会では昨年４月
に策定いたしました中期行
動計画「アクションプラン
2017」に掲げる柱、すなわ
ち「新規組合の設立支援」、

「既存組合の活性化支援」、
「中央会の支援機能の充実」
に沿いまして、諸事業を積
極的、効果的に推進し、こ
れまでの取組を更に充実させることにより、県内唯
一の組合連携組織支援機関としての役割をしっかり
果たしてまいりたいと考えております。
　また、国の平成24年度補正予算から実施されてお
ります「ものづくり補助金」についても、引き続き
中央会が地域事務局として、本県中小企業の成長発
展や雇用の創出・改善に資するよう、本事業の積極
的な活用と着実なフォローアップを行うこととして
おります。
　ところで、本年は、明治改元150年という節目に
当たり、県では新たな県づくりの起爆剤として、「山
口から開花する、未来への種まき」をキャッチフレー
ズに、「山口ゆめ花博」が開催されます。本会とし
ても「山口ゆめ花博」の成功を願いますとともに、
山口県の未来を担う中小企業成長発展の種まき役と
して、これまで以上に「元気で頼りになる中央会」

を目指してまいりたいと考えております。」という
旨の挨拶がありました。

　来賓の村岡山口県知事
（代理　弘中副知事）より
「今年は、明治改元から150
年を迎える節目の年です。
県では、次の150年に向け
て、これまでの成果の上に
立ち、新しい時代を切り拓
くため、「産業維新」、「大
交流維新」、「生活維新」の

「３つの維新」を進め、「活
力みなぎる山口県」の実現に、全力で取り組んでい
くこととしています。とりわけ「産業維新」は、地
域の活力源となる産業力を大きく伸ばしていく重要
な取組であり、本県が持つ、ものづくりを中心とす
る力強い産業集積をはじめとする強みを最大限に活
かし、次世代産業の育成・集積や、中小企業の成長
支援などに、積極的に取り組んでまいります。
　一方、後継者不足による事業承継の問題や深刻な
人手不足など、中小企業を取り巻く経営環境は依然
として厳しく、今後、経営革新や新事業展開等を積
極的に進めていくため、企業間で技術・情報・人材
等の経営資源を相互に補完する、中小企業組合の重
要性はさらに増してまいります。
　こうした中、貴会におかれましては、企業の組織
化や既存組合の活性化に積極的に取り組まれるとと
もに、ものづくり補助金の活用を通じた設備投資の
促進など、広く中小企業の事業活動の支援に努めて
おられます。県としまして、貴会のこれまでの御尽
力に改めて敬意を表しますとともに、引き続き中小
企業の振興や本県経済の活性化の牽引役となられる
ことを心から期待しています。
　また、明治改元150年を記念して、新たな県づく
りを加速させるため、本年９月には、山口市のきら
ら博記念公園で、「山口ゆめ花博」を開催します。
皆様方には、これまでも御支援をいただいています

会長挨拶（和田会長）

来賓挨拶（弘中副知事）

特集
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が、本県がステップアップするために、花博が大き
な成功を収めることができますよう、引き続きのお
力添えをお願いします。」と、中央会へのご激励の
祝辞をいただきました。

　続いて、柳居山口県議会
議長（代理　守田副議長）
より「多くの中小企業の皆
様が、ひたむきに、時にパ
ワフルに経済活動を行い、
雇用、地域の元気を生み出
し、支え、牽引しておられ
ます。村岡知事も「産業維
新」の大きな柱として中小
企業の成長・安定・創業支
援に積極的に取り組まれているところであります。
こうした施策を本県経済のより一層の活性化に結び
つけていくためには、中小企業が持ち前のバイタリ
ティ・機動性・創造性を十分に発揮されていくこと
こそが、何よりも重要であります。
　こうした中、貴会におかれましては、「連携」をキー
ワードに、県内の中小企業が一層力を発揮できるよ
う支援する団体として様々な取組を展開されており、
貴会への期待は一段と高まっているところでありま
す。県議会といたしましても、村岡知事としっかり
と手を携え、中小企業の成長支援をはじめとした「活
力みなぎる山口県」の実現に全力で取り組んでまい
る所存です。どうか皆様方には会員相互はもとより
地域社会との連携を一層深められ、地域経済の活性
化と県勢の振興発展にお力添えを賜りますようお願
いを申し上げます。
　また、皆様にも多くのご支援をいただいておりま
す「山口ゆめ花博」が、いよいよ開催間近となりま

した。県議会としても「山口ゆめ花博推進山口県議
会議員連盟」が中心となって全力で取り組んでまい
る所存であります。ぜひ会場でお会いしましょう」
という祝辞をいただきました。

　引き続き、議長に、中央
会副会長であり下関鋳造鉄
工協同組合理事長である岡
本博之氏を選任し、議事に
移り、審議の結果、議案と
して上程された６議案が原
案どおり承認されました。
そのうち、決算報告につい
ては、企業組合みんと村理
事長である河地監事より適
正である旨の監査報告があ
り、任期満了に伴う会長、
理事及び監事改選について
は、会長に、和田卓也氏（山
口県火災共済協同組合理事
長）が再選されました。
　その後、和田会長より、

「組合や中小企業を取り巻
く環境は依然として厳しい
状況であり、こういったと
きこそ、連携組織支援機関が大変重要になろうかと
思います。こうした中、会員の皆さま方が厳しい状
況を乗り切り、元気を取り戻していただけるよう、
役職員一丸となって「元気で頼りになる中央会」を
目指し、頑張ってまいりたいと思いますので、引き
続きよろしくお願いいたします。」という旨の就任
にあたっての挨拶がありました。

特　集

来賓挨拶（守田副議長） 議長（岡本副会長）

監査報告（河地監事）

 山口県中小企業団体中央会新役員名簿 （平成30年６月11日改選）

役職名 氏　　名 組　　合　　名 役職名 氏　　名 組　　合　　名
会　長 和田　卓也 山口県火災共済協同組合 理　事 城　　英明 山口県電気工事工業組合
副会長 山田　義裕 宇部鉄工業協同組合 理　事 野村　信幸 山口県生コンクリート工業組合
副会長 岡本　博之 下関鋳造鉄工協同組合 理　事 田中　　裕 山口県農業機械商工業協同組合
副会長 八塚　和弘 新南陽鉄工団地協同組合 理　事 吉永　和義 山口県理容生活衛生同業組合
副会長 喜多村　誠 防府流通センター協同組合 理　事 小熊坂孝司 山口県菓子工業組合

専務理事 寺田　徹郎 山口県中小企業団体中央会 理　事 藤井　政夫 一般社団法人山口県情報産業協会
理　事 恵良　正明 山口県瓦工事業協同組合 理　事 藤田　良郎 下関印刷団地協同組合
理　事 梅森　公司 アップライト協同組合 理　事 奥野　　丞 吉見安岡蒲鉾協同組合
理　事 河野　通晴 山口県コンクリート製品協同組合 理　事 松村　　豊 山口県パン工業協同組合
理　事 宇野素代子 企業組合うずしお母さんの店 理　事 伊藤　孝身 湯本温泉旅館協同組合
理　事 弘中　善昭 日立笠戸協同組合 理　事 杉山　仁志 萩阿武建設協同組合
理　事 藤村　哲一 徳山みなみ銀座商店街振興組合 理　事 田村　充正 萩ブランド協同組合
理　事 東　　佳範 山口県表面処理工業会 理　事 守友　　誠 山口県中小企業団体中央会青年部
理　事 髙橋　基彦 防府商工団地協同組合 監　事 河地香代子 企業組合みんと村
理　事 坂本　惠次 山口県商店街振興組合連合会 監　事 杉本　成弘 山口県左官業協同組合
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　６月15日、東京都のホテルインターコンチネン
タル東京ベイにて、中小企業組合士制度創設45周
年・全国中小企業組合士協会連合会創立35周年式
典が開催されました。式典では、中小企業組合士
制度の普及促進と中小企業組合の発展に寄与した
功績顕著な中小企業組合士や組合代表者に対して
表彰が行われ、喜多村誠氏（防府流通センター協
同組合理事長）、恒松恵子氏（山口県中小企業組
合士会会長）が表彰されました。また、フィギア
スケーターの小塚崇彦氏の講演や「中小企業及び
中小企業組合の東京2020への関わり方」をテーマ
にパネルトークなどが行われ、最後に表彰者を対
象とした祝賀会が行われました。

組合TOPICS

山口県中小企業組合士会

企業組合木間加工センター

　５月21日、周南市の市立徳山駅前図書館、徳山みなみ銀座商店街、徳山銀座商店街、銀南街商店街の４ヵ所で、「第
８回徳山あちこちマルシェ」が開催されました。このイベントは、利用客を街中に誘導して商店街全体を活性
化させようという目的で、昨年から定期的に
行われています。
　今回は、「新緑のボタニカルとこだわりの
てしごと」をテーマとしており、県内外から
植物、花 、 飲食店、パン、スイーツ、ハン
ドメイド製品などを販売する店舗が集まりま
した。開店１時間前から行列ができる店舗が
あったほど盛況で、多くの人々で賑わいました。
　次回は、「大人も子供もワクワク 夏の自由
研究マルシェ（仮）」をテーマに、８月11日
に開催予定です。

　６月10日、萩市木間地域で木間ふれあい祭りが開催され、地域住民だけでなく、県内各地から多くの人々が
訪れました。この祭りが開催された場所には「しょうぶ園」があり、毎年きれいな花菖蒲を鑑賞することがで

きます。数年前から当組合で「しょうぶ園」の管
理をすることになり、ただ花菖蒲を見てもらうだ
けでなく、来る方をおもてなししたいといった気
持ちからこの祭りを開催することにし、今年で３
回目となりました。会場では、当組合の商品であ
る豆腐や味噌、かきもち、梅干しなどをはじめ、
炊き込みごはんやうどんなどの飲食物や近隣で作
られた野菜などが販売されました。また、イベン
トとしてお米のすくいどり、もちまき、萩市指定
無形文化財である「木間神楽舞」などが行われ、
来場者はみな、笑顔で楽しそうな様子でした。

『徳山あちこちマルシェ』開催

組合士制度普及促進に寄与

『木間ふれあい祭り』開催
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山口県理容生活衛生同業組合

山口県畳工業組合青年部

　６月18日、山口市小郡の「山口理美容専修学校」にて平成
30年度山口県理容競技大会が開催され、６種目に７人の選手
が出場し、理容技術を競い合いました。
　本大会は、日本の理容技術の粋を競う最大のイベントとし
て昭和23年に開催されて以来、理容業の振興と向上を目的に
行われており、近年の消費者ニーズの高度化や多様化にとも
なう期待に応えるため、理容技術の研鑽の場として毎年開催
されています。
　６種目の中でも「バーバースタイル」部門、「レディスカッ
ト・パーマスタイル」部門、「メンズカット・パーマスタイル」
部門の優勝者は、組合表彰と山口県知事表彰を授与され、そ
の３部門にジュニア部門を加えた合計４名が10月に熊本県で
開催予定の全国理容競技大会に出場します。

　６月18日、島根県出雲市の積水成型工業㈱を訪れ、新素材のセキスイ畳「MIGUSA」について学ぶ研修会
を本会の活性化支援事業を活用して開催しました。この畳は樹脂に無機材料（カルシウム）を配合して成型し
ており、劣化しにくい、水・汚れに強い、ダニ・
カビが発生しにくいといった機能を持つ新素材畳
です。製造工程及び工場内のショールームを見学
したほか、現場で行う折り曲げなどの成型のコツ
について実習を行い、樹脂でできた特殊な素材の
扱い方のコツなどを含めて技術を学びました。
　参加者からは「お客様のニーズが多様化するに
つれ、この畳についての問い合わせも受けるよう
になったため今回の研修会を実施した。素材の特
性を理解し、お客様に提案していきたい」との声
が聞かれました。

高機能な新素材畳について学ぶ

『山口県理容競技大会』開催

組合TOPICS

開催日

会　場 萩城三の丸　北門屋敷
受講料 無料
定　員 30名

 ７月6日（金）平成30年 17：00～18：00『若手後継者・組合青年部等交流会』

静岡県生まれ。博物館学芸員を目指し、東北大学理学部から東北大学院理学
研究科地学専攻に進学。在学中に宮城県台市で東日本大震災を経験し、被災
地での復興作業や教育普及活動に関わる中で、地震や火山噴火をはじめとす
る自然災害の絶えない日本において地球科学が社会に対して果たすべき使命
を感じる。平成30年5月26日放映　NHK「ブラタモリ」に案内役として
出演。ジオパークの町としての萩の発展に尽力している。

講演内容
　萩の大地成り立ちと日本ジオパーク
　　　　認定への取り組み（仮）
講　　師　萩ジオパーク構想推進協議会事務局
　　　　　　　萩市総務企画部ジオパーク推進課
　　　　　　　ジオパーク専門員　白井　孝明 氏

山口県中小企業団体中央会青年部

第27回通常総会
日　時：平成30年７月６日㈮　16:00～16:50
場　所：萩城三の丸　北門屋敷
　　　　萩市堀内210
会員の皆様のご出席をお待ちしております。

お問い合わせ先：山口県中小企業団体中央会　連携支援第一課　前田・田中　☎083－922－2606

懇親交流会は8,000円
中央会青年部会員の方は7,000円
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『中小企業組合検定試験』にチャレンジ!!

『中小企業組合検定試験』に チャレンジ!!

組合制度問題

　次の文章は、中小企業基本法からの抜粋である。文中の A 〜 Ｊ に語群①〜⑳の中から正し
いものを選びなさい。

　（中小企業者の努力等）
第 七条　中小企業者は、経済的社会的環境の変化に即応してその事業の A を図るため、 Ｂ に

その経営及び C の向上を図るよう努めなければならない。
２ 　中小企業者の事業の Ｄ のための組織その他の中小企業に関する団体は、その事業活動を行うに当

たっては、中小企業者とともに、基本理念の実現に Ｅ に取り組むよう努めるものとする。
３ 　中小企業者以外の者であって、その事業に関し中小企業と関係があるものは、国及び地方公共団体が行う

中小企業に関する施策の実施について協力するようにしなければならない。
　（経営の Ｆ の促進）
第 十二条　国は、中小企業者の経営の Ｆ を促進するため、新商品又は新役務を開発するための技術に

関する研究開発の促進、商品の生産又は販売を著しく効率化するための設備の導入の促進、商品の開発、生
産、輸送及び販売を統一的に管理する新たな経営管理方法の導入の促進その他の必要な施策を講ずるものと
する。

　（創業の促進）
第 十三条　国は、中小企業の創業、特に Ｇ や青年による中小企業の創業を促進するため、創業に関す

る情報の提供及び研修の充実、創業に必要な資金の円滑な供給その他の必要な施策を講ずるとともに、創業
の意義及び必要性に対する国民の関心及び理解の増進に努めるものとする。

　（ Ｈ な事業活動の促進）
第 十四条　国は、中小企業の Ｈ な事業活動を促進するため、商品の生産若しくは販売又は役務の提供

に係る著しい新規性を有する技術に関する研究開発の促進、 Ｈ な事業活動に必要な人材の確保及び
資金の株式又は社債その他の手段による調達を円滑にするための制度の整備その他の必要な施策を講ずるも
のとする。

　（資金の供給の円滑化）
第 二十五条　国は、中小企業に対する資金の供給の円滑化を図るため、政府関係金融機関の機能の強化、

Ｉ の充実、民間金融機関からの中小企業に対する適正な融資の指導その他の必要な施策を講ずるも
のとする。

　（ Ｊ の充実）
第 二十六条　国は、中小企業の Ｊ の充実を図り、その経営基盤の強化に資するため、中小企業に対す

る投資の円滑化のための制度の整備、租税負担の適正化その他の必要な施策を講ずるものとする。

「中小企業組合士」ってなに？「検定試験」とは？
　中小企業組合の事務局で働いている役職員の方が職務を遂行する上で必要な知識に関する試験を行い、
試験合格者の中から一定の実務経験を持つ方に、中小企業組合士の称号を与える制度です。いま、中小企
業組合には、ガバナンスの充実が求められており、広く社会の信頼を高め、社会的責任を果たすには、組
合運営の経験と専門知識を備えた人材が必要です。組合の業務を執行する役員、実務を担う職員の方々す
べてに挑戦していただきたい資格です。平成29年度に実施された問題を抜粋し掲載しますので、あなたの
チャレンジをお待ちしています！
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　　　『中小企業組合検定試験』にチャレンジ!!／山口県の逸品

山口県の食に関わる組合をご紹介します

　企業組合がんね栗の里は、様々な経験を持った
方達が、地元の特産品であるがんね栗を中心とし
た地域農産物等の生産、加工、販売の６次産業化
による付加価値を創出することによる地域の再
生、活性化を目的に活動されています。今回は、
そんな企業組合がんね栗の里の商品である「がん
ね栗衛門」を紹介します。

◆がんね栗衛門
　1180年（源頼朝の挙兵）に始まった源平の戦い
後、屋島で敗れた平家の落ち武者が宮島から小瀬
川の上流の山口県坂上村（現在の岩国市美和町坂
上地区）に逃れ、大字岸根（がんね）の白瀧山に

城を築き暮らすよ
うになりました。
その一族の中に、
接 木 の 名 手 が お
り、地元の坂上村
と 広 島 県 栗 谷 村

（現在大竹市）で
在来種の栗に接木

し、その方法を近くの農民に伝
授したのが、がんね栗の原点で
す。大正２年「全国栗品種名称
調査会」では、510種の中から「他
に類のない優秀品種」として評
価され、審査員に育成経過を説
明していた際に名称を聞かれ、
とっさに採種した集落名・岸根

（がんね）と答えたためにこの栗
は「がんね栗」となりました。
　そんながんね栗を使用したこ
の商品は、がんね栗と少量の砂
糖だけで作られた無添加の “栗
きんとん” です。特においしいと地元で言われてい
る河平産のものも使用しており、がんね栗の風味と
甘味が伝わり、なめらかな口当たりと上品な味を堪
能することが出来ます。また、接待の手土産セレク
ションやおもてなしセレクションを受賞するなど、
各方面で高い評価を受けています。県内各地のお土
産品売り場やインターネット等で販売していますの
で、是非ご賞味ください。

組合名　企業組合がんね栗の里
理事長　下森　祺充
住　所　山口県岩国市美和町生見1165番地２
ＴＥＬ　0827-97-0727
Ｈ　Ｐ　https://www.ganneguri.com/

がんね栗衛門

企業組合がんね栗の里 岩国市

理事長
下森　祺充 さん

〔　語　　群　〕
①企業業績　　②主体的　　③取引条件　　④理想的　　　　　⑤自己資本
⑥収益事業　　⑦女性　　　⑧積極的　　　⑨社会資本　　　　⑩成長発展
⑪経営安定　　⑫創造的　　⑬連携　　　　⑭信用補完事業　　⑮自主的
⑯高齢者　　　⑰共同化　　⑱政策的　　　⑲理想　　　　　　⑳革新

 （出典：平成29年度中小企業組合検定試験問題　組合制度）
 解答はページ下部へ！

中小企業組合検定試験概要

試 験 科 目　　組合会計　組合制度　組合運営　＊テキストあり
　　　　　　　　（一部の科目について合格した場合は、その後３年間はその科目の受験が免除されます。）
試 　 験 　 日　　平成30年12月２日㈰
受 　 験 　 料　　5,000円（一部科目免除者は3,000円）
願書受付期間　　平成30年９月３日㈪〜10月15日㈪
問い合わせ先　　山口県中小企業団体中央会　連携支援第二課　花田・洗川　　☎ 083-922-2606

解答
A B C D E F G H I J
⑩ ⑮ ③ ⑰ ② ⑳ ⑦ ⑫ ⑭ ⑤
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →

運 輸 業 →

そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　５月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の内、好転

が２業種、昨年同等が７業種、悪化が５業種となり、全

体の景況感ＤＩ値も４月に比べ悪化した。

　一般機械では自動車関連や海外プラント関係が好調と

の報告があったが、小売業、商店街では来客数、売上と

もに減少しており、また、建設業では公共工事が少なく

低調であるとの報告があった。

　山口県の中小企業は、人手不足が益々深刻化しており、

人件費の上昇や受注機会の損失につながっている。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成30年5月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品

○　テレビで「ういろう」が紹介され、一時的に品薄となる状態が続き、インターネッ
ト販売のランキングも上位にランクインした。 （パン・菓子製造業）

○　売上は対前年同月比７％のマイナスである。平日の来客数と売上は好調であるが、
土日の業績が低下している。連休中の売上は対前年比約10％のマイナスとなった。

 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　新規の発注があり仕事量は安定している。 （外衣・シャツ製造業　萩市）
○　求人を出してもフルタイムの希望者がおらず、パートに切り替えたところ希望者

があり、１名を採用。人材確保が最重要課題である。
 （外衣・シャツ製造業　山陽小野田市）

木 材 ・
木 製 品

○　生産が伸びてきている。　　　　　　 　（製材業・木製品製造業　山口市）
○　人件費の増加により販売価格を上げた企業がある。
 （製材業・木製品製造業　下関市）

印 刷 ○　例年チラシの需要が落ち込む時期であるが、今年は落ち込みが激しい。　　（印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　出荷量は上がっているが、一過性のもので公共工事が増えたわけではない。相変
わらず人材不足が問題となっている。 （砕石製造業）

○　出荷量は、対前月比85％、対前年同月比96％。生コン価格は安定しているが値上
げの動きがある。       （生コンクリート製造業）

一 般 機 器
○　人材不足の話がたびたび出ている。 （一般機械器具製造業　周南市）
○　自動車関連、海外プラント関係、鋼構造物（鉄骨建屋関係）が順調である中、各

社の景況感にバラツキがみられる。その主な要因は、慢性的な人材不足により受注
の機会損失を招いているからである。 （一般機械器具製造業　防府市）

輸 送 機 器 ○　鉄道車両・半導体製造・産業プラント部門ともに繁忙な状況が続いている。
 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　海苔の入札が終わったため入庫は少なく、在庫は対前年同月比8.4％の増加である。
 （乾物卸売業）
○　一時的に魚の入荷が増加したが、また減少している。販売価格がなかなか上がら

ない。雇用の確保が非常に難しい。 （生鮮・魚介卸売業）

小 売 業
○　連休があったが来客数増加には繋がっていない。 （各種商品小売業　下関市）
○　連休は日頃より閑散としていた。 （各種商品小売業　周南市）
○　来客数、売上ともに前年同月を下回る厳しい状況。 （各種商品小売業　長門市）

商 店 街
○　来街者数が大幅に減少し、売上も減少。商品購入先の変化が顕著に現れている模様。
 （山口市）
○　消費停滞ムードが続き、客足がますます遠ざかっている様に思われる。 （宇部市）
○　暖かくなり多少人の動きはあるが、売上には繋がっていない。 （萩市）

サービス業
○　初旬は客数が伸びなかったが、中旬から例年通りとなった。 （美容業）
○　暖かくなり来店サイクルが戻りつつあるが、後半は減収。 （理容業）
○　資材の価格上昇、燃料の高騰で利益確保が難しい状況。 （普通洗濯業）

建 設 業
○　例年早ければ連休明けから仕事が入りだすが、今年は遅く６月頃から入りだす模

様。燃料の値上げにより影響を受けている。 （管工事業）
○　公共工事の発注が極端に少なく低調。 （土木工事業　柳井市）
○　年度始めは公共工事の発注が少ない。 （土木工事業　周南市）

運 輸 業

○　輸送関係は、連休があったため稼働率が低下。相変わらずの長・中距離ドライバー
不足により収益は対前年同月比1.6％のマイナスとなった。

 （一般貨物自動車運送業　下松市）
○　タクシーチケットの取扱金額はやや回復してきたが、依然として不安定な状態で

ある。 （一般旅客自動車運送業　周南市）
○　売上が対前年同月比6.2％減少。海外から大型客船の寄港があるが、大半はバス移

動でありタクシーの需要に繋がっていない。 （一般旅客自動車運送業　下関市）
そ の 他 ○　外国人技能実習生受入の要望を聞くことが多くなった。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成30年5月期
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お知らせ

〜夏はイベントもりだくさん！商店街のイベントをご紹介します〜
地域 イベント内容 開催日 お問い合わせ先

岩 国 市
大人の夜市 ７月28日㈯ 岩国市中通商店街振興組合

岩国市麻里布町3-13-2 ☎ 0827-22-3978

納涼祭 ７月28日㈯ 岩国駅前本通商店街振興組合
岩国市麻里布町2-5-17 ☎ 0827-23-5456

周 南 市 徳山夏まつり ７月21日㈯ 徳山銀座商店街振興組合
周南市銀座2-12 ☎ 0834-32-1769

防 府 市
幸せますウィーク
（こども市）

７月28日㈯ 天神町銀座商店街振興組合
防府市天神1-6-11 ☎ 0835-22-6039

宇 部 市 土曜夜市
７月21日㈯
７月28日㈯
８月４日㈯

宇部新天町名店街協同組合
宇部市新天町2-7-3 ☎ 0836-21-9887

山 陽
小野田市

ちょうちん七夕
フェスティバル

７月28日㈯ 小野田駅前商店街振興組合
小野田市日の出3-1-28 ☎ 0836-83-1403

下 関 市 土曜夜市 ７月毎週
土曜日

乃木さん通り商店街振興組合
下関市長府中之町5-17 ☎ 083-245-0014

萩 市 土曜夜市 ７月毎週
土曜日

萩市田町商店街振興組合連合会
萩市東田町84-2 ☎ 0838-26-2201

組合イベント案内 EVENT
Informat ion

人材が必要だ！！
経験者・有資格者を紹介して

雇用調整を検討中！！
退職を余儀なくされる従業員の方々を

（公財）産業雇用安定センターは、経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益財団法人で
全国ネットでサポートしています、費用はかかりません。お気軽にご連絡ください。

〒754－0014　山口市小郡高砂町３－26　ナガオビル４階
TEL（083）973－8071　FAX（083）974－5135
　　（083）973－5136

公益財団法人
産業雇用安定センター山口事務所

ナガオビル
４階

最新の情報はインターネットで 産業雇用

貴重な人材の再就職支援を 致します

無料で
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　店舗を活用した創業者の増加による雇用の場の創出を図り、もって地域経済の活性化に資することを目的に、
山口県商店街振興組合連合会の事務局内に「店舗活用創業応援センター」を設置し、県内関係機関等とネット
ワークを活かしながら創業希望者と空き店舗をつなげ、店舗を活用した創業の促進を図っていきます。

〈創業支援情報〉
首都圏在住者向け創業セミナー

「創業するなら山口県　〜おいしい創業やまぐち〜」開催のお知らせ

　「山口県に住んでみたい」、「山口県でビジネスを立ち上げたい」と思っ
ている方のためのイベント「創業するなら山口県〜おいしい創業やまぐ
ち〜」を今年度も開催します。

１　日　時　平成30年７月21日㈯　11：30〜15：00
２　場　所　別邸　福の花 浜松町店
　　　　　　（東京都港区浜松町２-２-６ 大塚ビル）
３　参加費　無料
４　定　員　20名
５　セミナープログラム（予定）
　　　11:30〜13:00　ゲスト講演、パネルディスカッション、行政支援制度など
　　　13:00〜14:00　山口県産の食材を使用したランチ交流会
　　　14:00〜15:00　個別相談会（希望者のみ）
６　お問い合せ先
　　　（公財）やまぐち産業振興財団（担当：弓崎・澁谷）
　　　TEL 083-922-3700

【お問い合せ】
山口県商店街振興組合連合会（担当：水野）
山口市中央四丁目５番16号　山口県商工会館
TEL 083-922-2606

お知らせ

創業希望者と空き店舗をつなげます！

※前売券については、中央会にて斡旋しますので、ぜひご利用ください。

平成30年度空き店舗活用創業促進事業

コーディネーターによる
伴走型支援  

・首都圏創業セミナー
・やまぐち暮らし
　応援センター紹介  

・ネットワーク
 構成団体の紹介  

・センターＨＰ
　（平成30年10月開設予定）
・来所 

〈事業の流れ（イメージ図）〉

創業希望者
の相談  

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
創
業
者
数
の
増
加

・各支援機関の
　支援から最適な
　メニューを
　選択して紹介

セミナー
・創業希望者の
　個別ニーズを
　具体化

マッチング ・ニーズに合った
　店舗を全県から
　紹介

個別支援

まちづくりセミナー等により創業者を育てる機運を醸成 

◀�第１回店舗活用創
業応援ネットワー
ク会議風景

　  県内関係機関等とネッ
トワークを構築



山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/
印刷製本　株式会社 桜プリント社

　私たちが活動している木間地域は、萩市の一番西にあり、長門市や美祢市
と隣接している山村で、くじらケ岳からの豊かな水流の恵みで育った木間の農
産物を素材にした「木間のみそ」や「木間のもめんとうふ」などを製造販売し
ています。
　企業組合として法人化しこの４月で４年をむかえることができましたが、引
き続き「木間の素材」へのこだわりを持ちつつ、安心安全で美味しいものを多
くの方に食べて頂き地域も木間加工センターのメンバーも満足できるようにと
の思いで活動して参りたいと思います。

☆企業組合木間加工センター
理事長　原川　久美子

〒758-0063　萩市大字山田636番地１　　☎ 0838-27-0200

企業組合木間加センターのみなさん
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カガヤキ
　　ビト

１．日　　時　平成30年９月12日㈬　午後２時30分〜４時30分
２．場　　所　上七軒歌舞練場（来賓・中央会代表者・表彰者会場）
　　　　　　　（京都市上京区今出川通七本松西入真盛町742）
　　　　　　　西陣織会館（組合代表者・物産展会場）
　　　　　　　（京都市上京区堀川通今出川南入竪門前町414）
　　　　　　　※２会場に分けて開催されます。
３．参 加 者　約1,700名
４．参 加 料　１人　6,000円
５．主　　催　全国中小企業団体中央会、京都府中小企業団体中央会
お問い合わせ先　山口県中小企業団体中央会　管理・企画課（担当：平田・竹中）
　　　　　　　☎083−922−2606

中小企業団体全国大会のご案内第70回

多数のご参加をお待ちしております。


